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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 戸田中央リハビリテーション病院 

所在地 埼玉県戸田市新曽南 4丁目 1-29 

増床病床数 71 床 

（医療機能別内訳） 回復期リハビリテーション病床 71 床 

 

２ 開設年月：令和元年 11月 

 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○ 急性期病院からの患者受け入れ要請に応える。 

  月間受け入れ患者数 50 人から 75 人（年間入院患者 600 人から 900 人）へ拡大 

〇 入院待機期間を短縮する。 

入院待機期間は長期化（男性 12.2 日、女性 15.2 日）の解消 

〇 県外流出患者を減らす。 

  県外流出月間平均 11 人を可能な限りなくゼロへ。 

 

回復期リハビリテーション病床の適正数は人口10万人当たり50床といわれている中で、

人口79万人を抱える同医療圏は、395床の回復期リハビリテーション病床が必要となる計算

ですが、当院増床移転後は、379床と適正病床に近づきました。 

移転後、新入院患者は従来の1.5倍以上（増床分以上）に増加し、入院待機のキャンセル

患者・県外流出患者数は著減し、需給バランスは解消された感があります。 
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当初計画した年間入院患者 900人を上回るペースで新入院患者数は増加しています。 

   

 

待機期間は移転前後 3ヶ月平均で 2.5日の短縮を認めました。 

     

県外流出患者は著減傾向にあります。 
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病床数が増えると、一般的には平均在院在院日数が長くなる傾向となりますが、当院の場合、逆に短縮

傾向となっており、スムーズに入退院が行われている事が示されます。 

   

 

移転前後での主要紹介元からの紹介患者数では、近隣病院からの紹介患者数は 1.5倍から 2倍と軒並

み増加しております。 
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現在、移転後まだ間もないため、全床稼動には至っていませんが、概ね 185床で稼動しており、平均稼

働率は 92％を超えています。 

    

 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

随時 
域内各急性期

病院 

・空床情報、待機予想日数を毎週連絡（ファックス）

し情報発信 

・内規を変更し、入院までの手続きを簡略化 

・medical control 能力を up し、control 不良な、

重症な患者受け入れを可能とした。 

 

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 令和元年 11 月に１人、令和 2年 1月に１人の計 2人の常勤医を採用済みで、 

合計 7人の常勤医体制。 

〇 看護・介護職員：121 人（29 年度 6 人、30 年度 22 人、31 年度 50 人、令和 2

年度 10 人採用予定） 

〇 リハビリ職員：令和 2年 4月時点で、病棟担当 145 人、訪問リハ 4人、ケアサ

ポ 3 名の在籍（29 年度 25 人、30 年度 20 人、31 年度 21 人、令和 2 年度 16 人

の採用予定） 

〇 その他の職種は必要に応じて確保済み。 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 医療法人社団桐和会川口さくら病院 

所在地 埼玉県川口市神戸 268-1 

整備（増床）病床数 50 床 

（医療機能別内訳） 回復期リハビリ病床を 20 床、在宅医療（地域包括ケア）30

床 

 

２ 開設（予定）年月：平成 3１年 4月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○ 回復期リハ病床は、市内急性期医療機関から患者を受け入れ、稼働率 95％以上、

重症度 44％、在宅復帰率 88.3％を達成し、今後も数値の維持と質の向上が目標 

〇 地域包括ケア病床は、在宅、介護施設からの受け入れが主となっている。稼働

は 99％を推移し、今後も維持が目標 

〇 入院までの平均待機日数は 10 日程度であり、今後さらに短縮を図る 

〇 （R1.4～R2.1 実績）救急要請数 127 件、受入数 66 件、受入件数を増加が目標 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

令和 1年 2月 
川口市立医療

センター 

それぞれの医療機関の役割について地域連携実務者

と協議し当院で受入可能な患者の情報を提供。 

令和 2年 1月 
済生会川口総

合病院 

15 病院地域連携会に参加し各医療機関の役割につ

いて協議。地域の問題を共有。 

令和 1年 12 月 
地域連携看護

師会 

患者支援に向けて各病院の看護師と協議し情報共有

している。 

   

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 医師  10 名平成 31 年 4 月入職済み 

〇 看護師 紹介等により平成 31 年 4 月までに 119 名入職済み 

〇 セラピスト 46 名（PT28 名、OT16 名、ST2 名）平成 31 年 4 月入職済み 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 医療法人社団紡世会 かわぐちレディースクリニック 

旧 前川レディースクリニック 

所在地 川口市南前川二丁目 4番 20 号 

整備（増床）病床数 １２床 

（医療機能別内訳） 周産期:１２床 

 

２ 開設（予定）年月：令和 ２年 ４月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○ 埼玉県南部保健医療圏は、人口減少が始まった国内環境とは異なり、人口増加

率は年 4％(H24-H27)と増加傾向にあり、生産人口の構成比率も 65.3％と埼玉県

全体の 62.5％と比較しても、2.8％高いという特徴を有し、今後分娩数の増加も

見込まれます。しかも南部医療圏での出生数も増加しているにも拘らず、分娩取

扱医療機関が少なく、通常分娩等を取扱う医療機関として私共が増床すること

で、少しでも当医療圏の周産期医療に貢献することを目標としてまいります。 

当医院では初年度の分娩数目標を 600 件にし、数年後に年 1000 件を目標にしてい

ます 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

令和２年２月 蕨市立病院 

自院において対応困難な、早期産、子癇発作など高

次周産期治療が必要なものは連携先医療機関へ連絡

の上搬送し受入れを依頼。その際、診療情報等を提

供し必要な情報を連携医療機関へ通知することなど

を協議。 

令和２年２月 

社会福祉法人恩

賜財団済生会支

部埼玉県済生会

川口総合病院 

令和２年２月 
川口市立医療セ

ンター 

令和２年２月 
独協医科大学さ

いたま医療セン

ター 

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 常勤医師１名 令和 2年 4月より着任予定 

〇 令和 2 年 2 月現在、助産師 10 名、看護師(准看護士)4 名、看護補助者 8 名を確

保済み。減員があった場合は必要に応じて公募し補充を図る 

〇 計画はおおむね順調に進んでおり予定通り令和２年 4 月 1 日には開設予定であ

る。 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 （仮称）川口リハビリテーション病院 

所在地 川口市上青木西 1-20-1（予定地） 

整備（増床）病床数 １８０床 

（医療機能別内訳） 回復期リハ：90 床、地域包括ケア 50 床、一般：４０床 

 

２ 開設（予定）年月：令和４年６月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○ 回復期リハビリテーション病床については川口市内基幹病院をはじめ地域医

療機関からの受け入れ割合７５％程度を目標とする。 

〇 地域包括ケア病床については在宅や高齢者施設における急性増悪時の患者受

入れを急性期医療機関と連携し、二次的あるいは一時的に対応する。 

〇 一般病床についてはⅰ）急性期を脱した急性期病院からの継続治療が必要な患

者を早期に受入れること、あるいはⅱ）中等度以下の心不全悪化患者の受入れ

治療することで、後方支援病院としての機能を担います。 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

令和２年１月 川口市医師会員 
1 月 24 日。第 1回病院説明会開催。18 医療機関、27

名ご出席頂く。開設までに複数回開催予定。 

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 平成 30 年 8 月 24 日。平成 30 年度第 2 回臨時社員総会において船崎俊一医師

を院長予定者に決定。及び久幸会理事に就任。 

〇 その他、ハローワーク・紹介会社からの紹介、グループ内異動を予定。 

〇 令和元年 11 月 14 日。エヌエス環境株式会社（アスベスト調査）契約締結。 

〇 令和元年 11 月 27 日。川口市と産業文化会館跡地利用に関する基本協定（平成

30 年 10 月 1 日締結）の覚書締結。同日、旧川口市産業文化会館の建物等の無

償譲渡仮契約書締結。 

〇 令和 2年 1月 10 日。アーステック株式会社（地質調査）契約締結。 

〇 令和 2年 3月上旬。アスベスト調査結果受理予定。 

〇 令和 2年 4月末日。地質調査結果受理予定。 

〇 令和 2年 4月以降、看護部長、事務部長、療法士長などの人事を順次開始。 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 埼玉協同病院 

所在地 川口市木曽呂 1317 

整備（増床）病床数 25 床 

（医療機能別内訳） （地域包括ケア病床 25 床） 

 

２ 開設（予定）年月：2022年 11月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○地域包括ケア病床は本院からのベッド移行も含め47床を稼働率95%で運用するこ

とを目標としている。 

〇地域包括ケアの対象患者は、市内急性期病院からの急性症状を脱した患者など、

在宅復帰に向けたポストアキュートの強化。また、在宅医療、老健からのサブア

キュートニーズ（軽度だが入院が必要）に対応する。 

 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

2019 年 10 月 

医療・介護連

携に関する意

見交換会 

院長、事務長参加し、院長よりリニューアル計画に

ついて主旨説明 

2019 年 10 月 近隣医療機関 

地域医療懇談会にて院長よりリニューアル計画につ

いてお知らせ。59 医療機関（行政・地域包括支援セ

ンター含む）、98 名参加 

随時 
訪問看護 

ケアマネ 

退院カンファに参加いただき連携に努めている。 

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇医療従事者を計画的に採用し法人内異動も考慮しつつ増員予定 

〇建設予定地は地主と交渉継続しつつ地盤調査を実施中 

〇市街地調整区域のため開発指導に関わって行政協議中 

〇設計施工業者の設計が昨年末となったため基本設計の検討に遅れが生じている。 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 医療法人安東病院 

所在地 川口市芝３丁目７番１２号 

整備（増床）病床数 ７床 

（医療機能別内訳） 地域包括ケア病床：７床 

 

２ 開設（予定）年月：令和４年１０月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

○ 地域包括ケア病床の病床転換及び増床の計画 

令和１年９月末：２０床 

令和１年１０月：１０床(療養病床から地域包括ケア病床へ転換済) 

令和４年１０月： ６床(一般病床から地域包括ケア病床へ転換予定) 

令和４年１０月： ７床(増床分７床予定) 

   計   ：４３床 

〇 ポストアキュート、サブアキュートともに地域包括ケア病床への直接入院を現

状の１０％から令和２年度１５％、令和３年度２０％、令和４年度上期２５％、

令和４年度下期３０％と段階的に目標を引き上げる。 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

  整備計画を変更したため、今後の予定を記載します。 

年月 相手方 連携・協議内容 

令和２年６月

～７月 

基幹病院 

救急隊 

①現建物の改修及び増築計画の概要説明 

②完成後の設備及び診療内容の拡充内容等の説明 

③改修期間中の受入可能患者の人数等の説明 

令和２年７月

～８月 

近隣病院 

近隣診療所 

同    上 

令和２年８月

～９月 
提携施設 

地域包括ケア事業所 

同    上 

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 常勤の整形外科医については、令和４年度上期に入職予定。 

〇 看護師については若干名の増員で満足するため、令和４年度当初から紹介会社

及びハローワークを通じて募集する。 

〇 現在使用していない部屋があるため改修のみで計画できそうである。 
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埼玉県保健医療計画に基づく病床整備計画報告書 

 

１ 整備計画概要 

医療機関名 かわぐち心臓呼吸器病院 

所在地 埼玉県川口市前川 1-1-51 

整備（増床）病床数 ２０床 

（医療機能別内訳） 心血管疾患医療 一般床：20 床 

 

２ 開設（予定）年月：令和 3年 1月 

 

３ 病床整備による地域医療課題への対応目標 

 

〇 急性心不全、急性心筋梗塞、大動脈解離を中心とした循環器救急および呼吸器

救急のさらなる受入れ体制の改善を図り、現状の役割・機能の強化 

 

 

４ 他医療機関・施設等との連携・協議状況 

年月 相手方 連携・協議内容 

令和元年 

11 月 28 日 

川口市 CCU ネ

ットワーク協

議会 

地域における循環器呼吸器疾患に対するさらなる貢

献を目的に増床を申請している旨の報告 

   

   

   

 

５ その他（医療従事者の確保状況等） 

〇 医師については、令和 2年 4月に 4名入職予定。 

〇 看護師については、令和 2年 4月に 11 名入職予定 

 

 

 


